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単元名 電気の通り道（８時間）

本時の
ねらい

豆電球の明かりがつくつなぎ方とつかないつなぎ方を比較し、共通の結果が出たものと違
う結果が出たものを区別しながら結果を整理する中で、乾電池の＋極と－極を導線で１つ
の輪のようにつなぐと豆電球の明かりがつくことを捉える。また、豆電球には極性がない
ことを知る。（第４時）

指導時期 １月～２月

本時（第４時）の展開

北海道教育大学附属釧路義務教育学校前期課程
教諭 吉藤 研人

小学校 第３学年
理科 学習指導案

「指導者用デジタル教科書（教材）」を用いた授業展開例理科

単元の
ねらい

電気の回路について、乾電池と豆電球のつなぎ方や乾電池につないだ物の様子に着目して、
それらを比較しながら調べる活動を通して、電気を通すつなぎ方や電気を通す物について
の理解や実験に関する技能を身につけ、電気の回路について追究する中で差異点や共通点
をもとに問題を見いだして表現する。

指導者用デジタル教科書（教材）活用の意図・目的

活動内容 デジタル教科書・教材の活用

導入

◦「指導者用デジタル教科書（教材）」の初期画面を
開いてコンテンツを起動する。

　私が指導者用デジタル教科書（教材）を活用しようと考えたきっかけは、これまで紙の教科書では、導線のつ
なぎ方や回路の図を児童に示す際に、細かな部分まで見せるのが難しく、視覚的に伝わりづらいという問題があっ
た。また、黒板を使った図の提示や分類活動に時間がかかり、児童の集中力が切れてしまうことも少なくなかった。
　指導者用デジタル教科書（教材）ならば、図や動画を拡大して提示することができ、全ての児童に対して視覚
的に分かりやすい指導が可能になる。また、重要なポイントを繰り返し確認し、児童が理解しづらい部分を補う
ことが可能になる。例えば、回路図を大きく表示し、電気が流れて豆電球の明かりがつく様子を動画で見せるこ
とで、児童が具体的なイメージをもちやすくなり、理解が深まることが期待される。さらに、資料の提示や分類
作業を迅速かつ効率的に行うことができる。紙の教科書や黒板を使った場合、資料の貼り直しや移動に時間がか
かり、待ち時間が発生することにより、児童の集中力が低下することがあった。しかし、指導者用デジタル教科
書（教材）を使えば、これらの操作をスムーズに行え、時間を有効に活用でき、児童どうしの話し合いや意見交
換の時間が増え、より深い学びを促進することができる。
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活動内容 デジタル教科書・教材の活用

導入

◦�前時まででわかったこと、わかっていないことを
確認し、本時の見通しをもつ。

◦�前時で使用しているワークシートは「指導者用デジタル
教科書（教材）」内にある『明かりがつくつなぎ方』を活
用する。

◦�「操作」ボタンを押してシミュレーション『明かりがつく
つなぎ方』を起動する。前時までの実験結果をモニター
に表示し、「つなぎ方」について確かめていたことを確認
する。

展開

◦�豆電球の明かりがつくつなぎ方、明かりがつかな
いつなぎ方について話し合い、区別する。
　 T：�みんなのつなぎ方を豆電球の明かりがついた

ときとつかなかったときに分けましょう。
　 C：�かん電池のはじに導線をくっつけると明かり

がついた。
　 C：�かん電池の真ん中に導線をくっつけても明か

りはつかなかった。

◦�豆電球の明かりがついたとき、明かりがつかな
かったときを比較し、共通点と相違点を考える。
　 T：�どのようなつなぎ方をすると、豆電球の明か

りがつく（つかない）のかな？
　 C：�明かりがつくときはどれも、かん電池の＋極

と－極にどう線を１本ずつつないでいる。
　 C：�１つの極だけにつないでも、明かりはつかな

い。

◦�明かりがついたつなぎ方、明かりがつかなかったつなぎ
方を、指導者用デジタル教科書（教材）を活用して区別
する。

〈問題〉
�豆電球とかん電池をどう線でどのようにつなぐ
と、明かりがつくのだろうか。
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指導者用デジタル教科書（教材）を活用したことで得られた効果

１．�導入の場面では、ワークシートの説明を、図を提示しながら行うことで、抽象的な概念が具体的に理解しや
すく、全ての児童に伝わりやすい指示が可能になり、自信をもって活動に取り組むことができる。

２．�展開の場面では、明かりがつくつなぎ方について考えを分類する活動を指導者用デジタル教科書（教材）上
で行うことで、より効率的に行うことができた。黒板では貼ったり動かしたりするのに時間がかかる場合が
あるが、指導者用デジタル教科書（教材）上ではスムーズに行うことができるため、児童の話し合いに時間
をかけることができる。

３．�まとめの場面では、豆電球の図を拡大表示したり、正しい導線のつなぎ方と電気が流れる様子を動画で視聴
したりすることにより、１時間の学びを振り返ることができる。さらに、動画視聴の際には、見る視点を確
認した上で視聴したり、重要なポイントで一度止め、児童が予想したり、説明したりする活動を位置付ける
ことでより確実な定着を図ることができる。

活動内容 デジタル教科書・教材の活用

まとめ

◦�本時でわかったことをまとめる。
　 T：�豆電球とかん電池はどう線でどのようにつな

ぐと明かりがついたかな？

◦�「回路」という用語や豆電球の中に電気の通り道があるこ
とを、「NHK�for�School」の動画『豆電球の電気の通り
道』や挿絵をもとに確認する。

〈けつろん〉
�かん電池の＋きょく、豆電球、かん電池のーきょ
くをどう線で１つのわのようにつなぐと、豆電
球の明かりがつく。


